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【要　旨】農村都市ゲッティンゲンは、1737年の大学設置により経済構造と就業人口構造を大きく変貌させ、
消費都市となる。大学関連職業が興るとともに、教職員および大量に流入する学生を対象とする奉公人が増
大する。当時の社会にあって一般市民よりも生活水準の高い教職員と学生の生活に不可欠であったのは奉公
人、特に学生下宿の女性お手伝いであった。これに、洗濯女、お針子が加わり、市は女性過剰都市となる。
未婚男女問題が起こるのは必然であり、市の庶子出産比率が高まる。最初の大学病院として設立される助産
院が未婚女性救いの場となる。消費都市の台所を支えたのは、週市である。近郊農村の女性達が夜を徹して
生鮮食品を運び込む。大学都市を支えたのは女性達であった。
１．女性過剰都市
１）大学都市の奉公人
　中世末期までハンザ都市として毛織物の遠隔地貿易で栄えたゲッティンゲンは、ヨーロッパ商
業の中心が大西洋地域に移るとともに、宗教改革に続く30年戦争にも巻き込まれ、経済的基盤
を失っていく。16世紀初頭に5,000人を数えた住民数も、17世紀末には3,500人へと減少しており、
旧来の毛織物産業の名残を残すものの、周辺農村の需要を満たすだけの農村市場都市となってい
た。領邦内の法・行政制度の統合と殖産興業政策を進めるのが30年戦争後の絶対王政であり、ハ
ノーファー政府は国土南部地域の経済振興のため様々な施策を施すとともに、市に1737年に創立
記念式典を祝う大学を新設する。これを契機にゲッティンゲンは大学都市としてその経済構造と
住民構造を大きく変えていく。
　住民の職業分類を可能にする最初の資料である1763年の家計調査によると、1,629家計に5,997
人が居住していたが、この中には同居人として住み込んでいる奉公人484人と雇い人301人が含ま
れている。雇い人は、商人や手工業者の手代・職人や丁稚・徒弟などすべて男性であったのに対
し、奉公人は、男性なら門番、御者、庭番、下僕、召使などで、女性なら下女、女中、子守、乳母、
学生下宿のお手伝いなどである。奉公人総数484人のうち、436人が女性奉公人で、これに加えて、
学生を顧客とする洗濯女、お針子、飲食店の女性給仕などがおり、女性過剰な市の人口構造を生
み出した（１）。
　同居人の実態を幾つかの家計を例に見てみよう（２）。大学設立とともに政府の補助を受けて移
住してきた出版・印刷・書店経営のアブラハム・ファンデンホックはオランダ出身で、その妻ア
ンナはイギリス人であった。1750年に夫が没すると夫人は経営を引き継ぎ、雇い人ループレヒト
の協力を得て事業を拡大し、大學都市ゲッティンゲンで最も成功した女性実業家であるばかりで
なく、多大な寄付によって政府が設立した大学寡婦・孤児年金基金を財政危機から救っている。
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住まいを市のメインストリートであるウェエンデ通りに構え、書店は執筆者である教授達の溜り
場として市の文化の中心となっていた。同居しているのは、40歳の下僕、24歳と25歳の女性奉公
人、さらに、32歳と34歳の雇い人が住み込んでいる。雇い人の後者は、フランクフルトやライ
プッツィヒの書籍見本市での仕入れで女主人を助けたカール・ループレヒトで、その後経営を引
き継ぎファンデンホック＝ループレヒト学術書出版社として現在まで続いている（３）。女性奉公
人は、教授サロンと住み込み雇い人の世話のためにも必要であったし、下僕は家屋の管理と書物
の配達・運搬をしたのであろう。
　政府の産業支援補助を利用し、毛織物の工場制手工業を立ち上げて成功し、市で最も富裕な人
物である J.H.グレッツェルは、大學本部近くに住宅地として開発された（ゲーテ・）アレー通り
に1739 ／ 41年にかけて新築した家に、26歳の息子、２人の娘（19、28歳）、４人の女性奉公人（18、
20、28、30歳）そして２人の雇い人（24、29歳）と住んでいる。本人は74歳で妻は1758年に没し
ている。彼は、この他に12軒の家屋を所有して作業所や職布工の住まいとしていたので、その世
話をする女性奉公人や男性雇い人を必要としたのであるし、住み込み男性雇い人の一人は帳簿係
りでもあった。
　市書記官で副法務官、さらに、副市長と役職を兼務していたM.L.ウイリッヒもウェエンデ通
りに住み、27歳の独身書記官を下宿させている。この時代の公務員俸給は生活保障給ではなく役
職手当であったので、幾つかの職務を兼務するとともに副業として下宿を行っていた。48歳で同
年の妻と５人の息子（４、７、９、13、18歳）と16歳の娘が家族で、29歳の女性奉公人が住み込
んでいる。
　1759年に大学に赴任した哲学部歴史学教授ガッテラー J.Ch.Gattererの家族構成は、34歳の妻、
３歳の息子、４人の娘（１、４、６、９歳）の７人家族で、同じ通りのこの家には18歳と20歳
の女性奉公人が住み込んでいる。この家のほかに市内にさらに２軒の家を所有していることか
ら、学生下宿として利用していたと思われる。
　教授は政府から俸給を受けるが、これは大学本部の講義棟で行う週４時間の公的（義務的）講
義に対する職務給であって生活保障給ではないので、この他に自宅での私的講義で学生から徴収
する聴講料、著述の原稿料、そして、学生下宿などで生活を支えていた。学生下宿は市民の重要
な所得源であったが、同時に、教授・大学管理職職員を含めた大学人の多くが広く学生下宿を
行っていた。大学学則43条は、大学教職員の営業を禁じていたので、学生の生活監督が名目で
あった。自宅を私講義の教場とし、そして、学生を下宿させる教授家計にとって、男性・女性奉
公人は不可欠な存在であり、上記の家計調査においても家計数に対する奉公人比率が最も高い職
種となっている（４）。
　1763年家計調査から、同居奉公人と雇い人を取り出してみると、雇い人は手代・職人215人と
丁稚・徒弟86人で、いずれも男性であるのに対し、奉公人は男性48人に女性436人と圧倒的に女
性が占めている。奉公人数が多い家計の職業を見ると、商人、サービス業、公務員、大学関係者
であり、特に、大学関係者家計数56に対する奉公人数は68人と家計数を上回っている。サービス
業、特に、飲食店は下女を必要としたのであったし、商人の多くは持ち家を持つ富裕層なので同
居雇人用に部屋を利用しており、家族と同居雇人の世話のために女性奉公人を必要とした。女性
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奉公人の大きな供給源は、近隣農村で、女性に自立した就業機会が皆無であったこの時代にお
いて、14－15歳で堅信礼を終えた農家の娘達にとって大学都市に奉公にでることは唯一の職場と
なっていた。この傾向は、工業化の進展に伴い女性の職場が生まれてくる19世紀中葉まで続くの
である。
　男性奉公人はほぼ大学人のものである。男性奉公人48人とする63年の家計調査では、教授家計
のみで18人を雇用しており、この調査に回答を留保した教授が７人いるのでさらに増えるものと
思われる。後に見るように、貴族の大學と言われたゲッティンゲンであり、18世紀を通じて貴族
出身の学生比率は13－14％とされている。貴族ないし富裕市民層出身の学生は男性奉公人を実家
から伴ってくるか現地で雇ったのであり、学生付の男性奉公人は67年において17－18人が確認さ
れている。残りがグレッツラーなどの大規模事業者の奉公人である。男性奉公人は女性奉公人よ
り地位が高いものとされ、より高い給与が支払われた。教授家計では、通常の仕事に加えて、図
書館の本の借り出し、自宅教場の整理と授業での助手的な手伝い、医学部教授の往診のお供など
をした。
　大学都市ゲッティンゲンの人口構造の特徴は、圧倒的な女性奉公人の存在であり、特に、16歳
から24歳人口での女性過剰であった。家事や調理、また、下宿人の世話をするのが女性奉公人で、
部屋の掃除と整頓、調理と給仕、洗濯、お使い、買い物などであった。農村の過剰人口を供給源
としていたので、報酬は契約手付金、住まい、食事のみのこともあり、クリスマスや年市の日に
小遣いか贈り物を得て里帰りするのであった。下宿学生の世話をする女性奉公人はお手伝いと呼
ばれ、朝食、お使い、買い物や夜遅く帰宅する学生に灯火を用意し、簡単な食事を供するなど追
加的な仕事も多く、家主との雇用契約以外に別途学生との契約から得る報酬は年間５－８ター
ラーが普通であった。こうした女性奉公人に加えて、学生のための洗濯や裁縫をする女性、そし
て、飲食店の下女と女性給仕がおり、女性過剰都市となったのである（５）。
２）奉公人令
　奉公人の権利、というよりも、義務を定めたのが奉公人令である。農村過剰人口が奉公人とし
て大規模に都市に流入する以前においては、農村では領主支配によって規制され、都市の奉公人
は他の住民と区別されずに監督令Polizeiordnungによって規制されていたが、18世紀になるとド
イツ各地で奉公人のみを対象とする奉公人令が制定されるようになる。
　包括的な奉公人令Gesindeordnungとして知られている、1753年６月16日の北ドイツのミンデン
市奉公人令と補則「安息日の遵守と礼拝について」に基づき奉公人の位置づけを概観してみよう（６）。
　前文は、「ここ数年来、善良な奉公人の不足と奉公人の怠慢、横着、不誠実について多くの訴
えが出ている」と述べ、１条で「農村のすべての臣民は、…自分の家政でどうしても必要である
以外の息子や娘を、他人のもとで奉公させるべきである」と農村過剰人口の滞留を避けることを
目的としたし、３条で、都市の住民も「自分に必要でない子供を他人の奉公へ貸出すべきで」で、
「市参事会は奉公に出たことのない青年、特に娘が一人としてその管轄区域に存在しないように
監視する」こととした。即ち、奉公に出すことは、子弟を「貸し出す」ものと位置づけられてい
た。６条の奉公証明書規定では、「この証明書の導入は、一方では良き証明を求める奉公人の雇
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主への忠誠と勤勉を高め、他方では雇主が劣悪で放縦な奉公人をだまされて採用することを防ぐ
ため、必要とみなされている」と言う。即ち、解約時に雇主が発行するする証明書を新職場での
契約締結の条件としたのである。書式を規定しており、氏名、出生地、年齢、奉公期間、勤務態
度を記載するものとした。初めて奉公に出る者については、両親か後見人、或いは牧師から人物
証明を得なくてはならなかった。７条によると、奉公人仲介者は「既婚の良き声望を有するもの
であり、当局からその義務を委嘱される」のであり、奉公人令に宣誓して奉公人令の文書を受け
取り、その手数料12グロッシェンを当局に支払う。８条が定める仲介手数料は、手付金の四分の
一であり、これ以上や以下を雇主から受け取るならばその倍額の返却と48時間の禁固刑に処せら
れる。14条が定める契約は、手付金（貸出し金Mietgeld）によって締結され、手付金は奉公人の
ランクによって８、12、16グロッシェンで、雇主はこれに加えて四分の一の仲介手数料を負担す
る。手付金の二重取りは、最初の契約を優先する。契約期日に出頭しなかった奉公人は、当局に
よって探し出され、遅れた日数分の損害賠償を行う。契約期間は両者の合意により、半年とする
か複数年とすることもできたが、契約解消は都市では３ヶ月前、農村では２ヶ月前とする。16条
の奉公人の義務は、「病気で妨げられない限り、奉公年季を全うする義務」があり、奉公期間中
に婚約した者は最後の年の四半期に限り代理を提出することが許される。17条によると、期間終
了前に逃亡した者は、雇主の申請に基づき当局が捜索して拘束し、相応の懲役刑を課すのであり、
雇主の下に留まりえなかった重大な理由が存在するならば、報告を受けた当局が「これに関して
雇主を尋問し、証明書を発行する判定を下す」のであった。18条は、雇主の義務を定め、理由な
き解約の場合の給与全額支払い、３ヶ月前の解約通知などを挙げる。21条から29条は、奉公人の
犯罪行為と忠誠義務違反を列挙しており、買い物や支払いで雇主に値段や重量をごまかした場合
は首枷の刑としている。雇主は、住居、食事、賃金を保証し、家父長的保護として「祝祭日に少
なくとも一度は、奉公人を公の礼拝に出席させる」ものとした。賃金規定もあり、男子で完全耕
作人は、賃金・靴代・亜麻布代を含めて10－13ターラー、18歳以上の半耕作人は６－８ターラー、
14歳以上は５－６ターラーであった。20歳以上の完全女性奉公人は農村で６－７ターラー、都市
でも８ターラーまでとし、17歳以上の半奉公人は４－５ターラーであるが、亜麻布を織ることが
出来れば完全奉公人としてみなすのであった。また、制服が支給される熟練した馬丁や御者は10
－12ターラーであり、熟練した女性料理人も同額であったし、これに加えてパイや菓子を作れる
場合は15－20ターラーとなる。乳母も授乳する場合は12－16ターラーで、授乳しない場合は８－
10ターラーとした。この公定価格に違反した場合は、20ターラーの罰金を課した。さらに、39条
は日雇いについても、「一日ないし複数日の短期のみに使われる奉公人以外の何者でもない」と
して奉公人に加えている。
　ゲッティンゲン市においては、ハノーファー領カレンベルク地域の1732年３月28日の奉公人令
が適用されているが、原則的規定はミンデン令と同じで、第１条で雇主に対する恭順と忠誠を求
めている。契約時期を年４期（クリスマス、イースター、６月下旬のヨハネスの日、９月下旬の
ミヒャエリスの日）、解約通知は３ヶ月前としている。契約は握手ないし手付金で成立し、二重
契約を禁じる。奉公人が雇主の契約違反を訴える場合は、勝手に職場を離れることを禁じ、当局
に報告する。契約終了にあたっては雇主に証明書発行を求め、証明書なしでの新職場での契約は
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できないし、証明書なしで奉公人と契約した雇主には罰金が課せられる。公定賃金規定はなく、
地域の事情に合わせるものとした。雇主の義務を規定するのは22条のみで、奉公人を公正に扱い、
過度の仕事を与えることなく、十分な食事を供し、契約した賃金を支払うことを定めている。さ
らに、23条は、長年にわたり誠実に仕事をしてきた奉公人には、市民権取得金を払うことなく市
民権を得ることが出来るとした。
　奉公人の種類はさまざまに分類することができる。ミンデンの奉公人令は職務、経験、熟練に
応じて賃金を定めている。ワゲナーは、仕事の内容に応じて、熟練（料理人、乳母、給仕、制服
召使など）と非熟練（下女、子守、馬丁、御者、門番、お使いなど）に大別し、管理職的職務や
教育資格に対応する職務をその他（執事、家庭教師）とするエンゲルシングの奉公人全般に関す
る分類を紹介するとともに、大学都市としての特殊性を持つゲッティンゲンにおける大学関係者
が雇用する奉公人を詳論している。教授家計の奉公人は男性と女性がいる一方、学生が直接雇用
する奉公人は男性のみであり、下宿学生の世話をする女性奉公人は家主が雇用している。奉公人
令でのGesindeとうい用語は主として農村での奉公人に対して使用され、都市では雇主の身分や
奉公人の仕事に応じた呼称が用いられた。女性奉公人は、Dienstboten、Domestiken（domestiques）
などともに、下女・女中、娘という意味でMagd,　Jungfer　などの言葉が使われた。また、世話
をするAufwartenことから下宿での女性奉公人にはお手伝いAufwaerterinという表現が一般的で
あった。男性奉公人はBediente,Bedienstete,Dienerと呼ばれ、さらに、制服召使Lakai（laquais）と
いう呼称は、18世紀末には消滅するが、制服を支給され、頭髪を後ろに束ねた男性奉公人を指し、
雇用する雇主の身分を示すものであった（７）。
　大学設置により消費都市となったゲッティンゲンにとって、女性奉公人を始めとする女性の存
在なしに都市生活が成り立たなかった。この時代の大学は公法上の自治団体であり、大学関係者
とその使用人は市裁判権から独立した大学裁判権に服しており、本稿ではこの裁判記録に現れる
女性奉公人の姿を明らかにするとともに、大学都市を特長づけるその他の女性の存在にも光をあ
てることを目的とする（８）。
　
２．女性奉公人
１）教授家計の奉公人
　古典言語学教授で、図書館長をも兼ねるハイネ、Heyne、Christian Gottlieb, 1729-1812,の娘マ
リア・テレーゼを娶り、後に自らもゲッティンゲン大学言語学教授となるヘーレン、Heeren、
Arnold Ludwig Hermann,1760-1842,が義父の一日を記している（９）。
　「彼は、朝５時に起床する。ガウンを羽織っての珈琲一杯の後、直ちに机に向かう。著述ない
し評論が朝最初の時間である。冬は、朝８時に自分の部屋で朝食をとる。スープとワインをグラ
ス一杯。…正式に着替えし、その服装を就寝まで続ける。夏は、８時に最初の講義がある。その
後の２時間は、大学図書館の仕事などで、余裕があれば執筆もする。11時近くなると演習の準備
をする。11時から12時と決まっている。12時過ぎに食事をとり、家族と始めて顔を合わせる。食
後30分ほど着たままで長いすに寄りかかり休息をとる。２時近くなると講義の準備をする。２時
から３時は、私講義の時間である。６時近くまでを書簡にあてる。時間が許す限り、ギリシャ詩
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人の作品を読む。…６時過ぎに家族と一緒になり15分ほどお茶を飲む。８時まで仕事をして、夕
食となる。友人等が来訪すると１時間は食卓に留まる。その後10時半まで仕事をし、床に就く。」（10）
朝と午後のお茶や一人でとる食事を教授に給仕するのが男性奉公人で、その準備をするとともに
家事一切は女性奉公人の仕事である。政府から俸給を受けての正教授としての義務は週４時間の
講義であり、これを補う収入源が私講義、図書館長としての役職手当、そして、著述であり、一
日を休みなく仕事に追われていた。それゆえ、家計を支える家長を、奉公人を使って家事の煩わ
しさから解放するのが理想的な主婦像であった。　
　神学教授プランク、Planck, Gottlieb Jacob, 1751-1833、は、1770年の「新婚の夫の日誌」において、
次のように述べている。「私は、お前に我が家の家事に属する一切を委ねるだけでなく、私を可
能な限り巻き込まないで欲しい。」即ち、一日を仕事に没頭する夫の眼につかないように家事を
処理し、家計を管理することを主婦に要求している。
　家計管理において奉公人の監督が主婦の役割であったことは、裁判官であるとともに詩人であ
り、また、言語学の私講師でもあったビュルガー、Buerger, Gottfried August, 1747-1794、は、３
度目の妻であるエリザへの手紙（1791年11月29日）で次のように述べている。「全世界で主婦の
仕事は、台所、地下室、貯蔵室、即ち、家に在る物すべてに注意深くし、食料が必要なところに
あるか、その他の物を出来るだけ長持ちさせているか、これに注意することである。主婦の仕事
は、お金を稼ぐことではなく、夫が稼いだお金を１銭でも無駄にしないことである。一日の終わ
りまでには、家中、少なくとも台所、貯蔵庫を少なくとも１回は見回っていることである。決し
て、下女を一人にし、一人で仕事をさせておいてはいけない。いたるところついて回り、仕事の
様子を見て回ることである。」
　家事一切を取り仕切るのは教授夫人の役割であり、５－10ターラーであった聴講料を徴収する
私講義は自宅を教場としていたので教場の整理・整頓、そして、教授の副業とも言える学生下宿
を奉公人を使って管理するのであった。1766/67年冬学期でみると、大学で教職についている教
授・私講師・語学教師などとその未亡人家計の60％が学生下宿をしており、最大で学生８人を受け
入れている教授未亡人もおり、その下宿学生の数は全学生数の17.7％を占めていた（11）。学生は、血
気盛んな若者であり、親は監督を兼ねて好んで学生を大学教員の下に預けた。家事のための下
女・女中としての女性奉公人が不可欠であり、別途調理人がいない場合には調理もし、下宿学生
の世話をするお手伝いの仕事も加わった。さらに、調理人、家令（執事・家政管理人）、家庭教師、
乳母、子守など仕事ごとの奉公人が存在した。
　男性奉公人の仕事は、門番、御者、馬丁、庭番、下僕などであり、それに、格式を重んじる家
計では執事的役割を果たすとともに来客の応対や主人の送り迎えなどをする制服召使を雇った。
男性奉公人は、住み込みと通いの両方があり、一般の女性奉公人より高給で、制服召使には制服
が貸与され、２年以上勤続すると新着されて古物を払い下げられたので、転売することができ
た。仕事は主人に直接仕えることであり、当時の習慣である主人が家族と別途に一人で取る朝食
や午後のお茶の世話をし、主人の衣服を管理し着替えを手伝った。主人の命令で買物と領収書の
支払いをし、書簡・書類の配達、高価品の運搬などが役割であった。来客があると応答し、主人
の指示で書斎に招き入れる。帰宅する来客に迎えがない場合、自宅までお供するのが特に丁寧な
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こととされた。言うまでもなく、主人の外出にはお供をし、訪問先や劇場などでお迎えをするの
であった。大学教授の男性奉公人の特殊性として、講義の資料や文献を持って授業に向う主人の
お供をしたり、図書館からの高価な書物の借り出し・返却や授業において実験器具の操作をした
し、医学部教授の往診の手伝いもした。先に触れたハイネの奉公人ロレンツは、考古学の発掘品
が置いてある図書館を教場とした授業に椅子を運んでおり、学生数に応じて別途手当てを得てい
た。学生数がもっとも多い法学部や私的診療を行う医学部の教授は、それだけに所得も高かった
ので、全員少なくとも一人の男性奉公人を雇っていた。（73頁および82頁）
　女性奉公人の監督は主婦の役割である。主婦は、衣装戸棚、食品貯蔵室、地下室などの鍵を管
理し、奉公人が勝手に手を出せないようにしなければならなかったし、奉公人が仕事の手を休め
ることがないように常に見回るのであった。農村の娘達が最初に奉公に出るのは「家事見習い」
を名目としているのであるから、家事、調理、買物、礼儀作法、言葉使いなどを教えるのも仕事
であった。それだけに、奉公人が結婚の機会を得、独立した家計を持つようになることは祝福す
べきこととして、送り出すのであった。女中、下女と呼ばれる女性奉公人の仕事は、掃除、洗濯、
部屋の整頓、ベッド、調理、給仕、買物、お使い、暖房用の薪割などであるが、当時の習慣であ
る年数回の大掃除と大洗濯があった。大洗濯は、年２－４回季節の変り目にシーツなど大きな物
を数日にわたり行うもので、病人の世話とともに女性奉公人が最も大きな負担と見なしていた。
　大きな家計は別途男性ないし女性の調理人を置いている。経験と技量が必要で、一般の奉公人
よりも高給であったが、さらに、評判によっては引き抜きの対象とさえなるのであった。教授
未亡人のみならず現役教授のなかには、大学付帯制度の一つである給費自由食卓を受け持つ者
もおり、当然専門の調理人やお手伝を必要とした（12）。上流家庭では母乳を与えず、乳母を雇っ
た。乳母は、未婚で子供を持つことが社会的障害と見なされない唯一の職業であったと言えよう。
ゲッティンゲンは未婚女性の出産比率が高い都市であったし、さらに、後に詳論する大学助産院
は未婚女性の分娩が大半であったから、ここで容易に探すことができるのであった。幼児の世話
をする子守は、仕事に入ったばかりの娘の仕事であった。子供が学校に通うようになると、送り
迎えをする。躾を教え、勉強の手伝いもする家庭教師がおり、娘には女性、息子には男性がつい
たが、家事奉公人と異なり学校教育の素養が必要なので中産階級の家庭出身者である。18世紀末
から19世紀初頭にかけて現れてくる家政管理人Demoiselleは、家政全体を取り仕切り、奉公人と
主人の中間に立つ家令であり、着衣は正装で主人家族と一緒に食卓につき、長年勤務することか
ら家族の一員として扱われるのであった。（80、88、92、105頁）
　哲学部教授で経済問題を講じたベックマン、Beckmann, Johann, 1739-1811,によると、年収1000
ターラーの家計にとって２人の女性奉公人を雇う費用は、給与とクリスマスの贈物と合わせて40
ターラーとしており、ここには食費も含まれている。（77頁）工業化前のドイツ社会は相対的過
剰人口と低賃金の時期であり、家計に占める人件費比率が低いことが、奉公人使用を容易にして
いたのである。
　大學裁判所の記録からみると、教授家庭で働いた奉公人の内、市内出身者は12.1％にすぎず、
18.4％が市から直径10キロ以内であるように、大半が20キロ以内の出身であり、女性で20キロ、
男性で30キロを越すのはまれであった。即ち、休日に徒歩で里帰りできる距離である。出身家庭
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としては、手工業・営業が最も多く、これに農家が続いている。大規模な農家は子弟を養う余裕
があるが、日雇い的な家庭は子供が14―15歳で堅信礼を済ませると奉公に出す、即ち、「貸し出
す」のである。多くの場合、最初は近くの大家庭に「家事見習い」として入り、経験を積んでか
ら証明書を持参して本来の奉公に出た。（120頁以下）
　18世紀における女性奉公人の年間給与は７－12ターラーと開きがあるのは、1732年の奉公人
令が給与を地域と労使双方の事情に合わせて決定することとしたことが反映している。（114頁）
1783年、リヒテンベルク教授は、食事と住まいのみで若い娘を無給で使った例があるが、これは
14―15歳で奉公に出たばかりの見習いであったのであろう。1778年にペピン教授に部屋を与えら
れていた女性も無給で下宿学生の世話をしているが、お手伝いとして学生との契約金を収入とし
たのである。（116頁）部屋が与えられるのであるが、裏口に面した日の当たらない調理場か食堂
の隣であった。食事は重要な労働条件であり、1732年奉公人令でも「各地の慣習に従い、しっか
り火の入った食事を十分に」としている。1779年、ムライ教授の女性奉公人が、主人の家のこと
で悪口を言ったとして法廷に呼び出されるが、「自分は本当のことを言ったに過ぎない。教授は
使用人にちゃんとした食事を与えるべきであり、そうでなければしょっちゅう逃げ出すはずがな
い」と答えている。（118頁）
　大都市で見られたような専業の仲介業者の存在は確認されていないが、仲介的な役割を果たし
ていた者は存在していた。郵便馬車の駅舎がこうした情報と人的交流の場として用いられてい
る。既に職についている奉公人が親族や同郷人を呼び寄せたり紹介するのであり、また、奉公人
の間で年４回の雇用時期における欠員情報が交換され、自ら希望する家計に自己紹介をするので
あった。教授家庭間での情報で、新任の同僚への紹介や、優れた調理人のやり取りなどがなされ
ている。（104頁以下）
２）学生と奉公人
　学生は、市に到着したら14日以内に大学登録が義務付けられており、大学裁判権に服し、訴追
された場合は大学裁判所が扱う。学生の大学での生活を、1768年から71年にかけて神学部に所属
したV.サレンティエンは両親への手紙で以下のように語っている。「毎朝７時にミヒャエル教授
のヘブライ語の講義を受け、８時にはミラー博士の宗教論がある。９時にフェーダー教授の理性
論を聴講する。10時に帰宅し、簡単な食事をして、講義ノートの清書をする。11時にワルフ博士
の教会史があり、12時に食事をとり、12時半まで友人達と過ごす。（昼食が正餐であり、朝食と夕
食は簡単にとるのが現在まで続くドイツの習慣である。著者注。）その後ノートの清書を続け、
３時にラテン語の著作を講読するハイネ教授のもとに行き、４時に数学のエーベルハルトの授業
を受ける。５時から暗くなるまで勉強をし、それから食事をしてから聖書を読み、祈祷をし、10
時にベッドに入る。…水曜日と土曜日の午後は自由であるが、やり残した勉強をしている。ご覧
ください、これが私の生活です。」（13）
　全ての学生がサレンティエンのように勤勉であるわけではないのは言うまでもないが、新設
ゲッティンゲン大学が優秀な教授陣を揃え、勤勉大学であることは定評であり、学生数の増加が
これを裏付けている。学生は、この他に身分に相応した社交上の素養として、大学施設で乗馬、
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剣術などの訓練や語学・ダンス・音楽の教師についた。学生が学業に専念する一方、その生活を
支えたのが奉公人と学生を顧客とする職業であった。18世紀末までの学生は、外出には鬘をかぶ
るので、毎日その世話をさせる必要があったし、外出着は毎日ブラシをかけさせなければならず、
当時の道路事情から外出すると汚れる長靴も毎日磨かせねばならなかった。洗濯と裁縫も生活に
欠かせないものであった。こうした生活管理を学生が直接することはなく、下宿のお手伝いを通
じて処理していた。
　貴族出身の学生は、実家から奉公人を伴っており、衣服の整理、食事の手配、本の借出し、買
物、お使いなどの世話をした。また、一部の富裕な学生は地元の奉公人を雇うか、余裕がなけれ
ば少年を走り使いとして雇った。奉公人を複数の学生が共同で使用した例も多い。こうした男性
奉公人は、主人の身近な用事を足す存在であり、富裕層家計における制服召使に近い役割を果
たしていた。学生付男性奉公人の数を確定することは困難であるが、1737年には最低15人、1767
年には17-18人が確認されている。1734年から1861年の大学入学登録と大学裁判所記録で確認で
きる男性奉公人を雇っていた学生は、総数で401人で、その79.6％が貴族出身であるとともに、
78.2％が法学部に所属していた。また、学生２人で一人の男性奉公人を雇っていたのが21.4％、
３人で雇っていたのが7.5％であった。ここから見て取れるように、実家において男性奉公人を
持つ生活をしていた学生であったのである。「小僧一人は、奉公人なしよりよい」という言い回
しがあるように、お金に余裕のない学生は走り使いとして、堅信礼を済ませたばかりの14-５歳
の少年を雇うのであった。（133頁以下）
　大部分の学生にとっては、簡単な朝食を用意し、部屋の掃除と整頓、お茶の提供、買物、お使
い、図書館の本の借出し・返却、夜の帰宅時における扉の開閉と灯火などを担って生活面を支え
たのは下宿の主人が雇い、同じ屋根の下に住むお手伝いであった。学生は、下宿の主人を介して、
或いは、直接にお手伝いと家賃とは別途に契約するのであった。お手伝いのなかには、主人が無
料で提供する部屋に住み、学生との契約による所得を唯一の現金収入とする者もいた。
　1776年、学生ベドマンが午後２時に椅子を部屋に運び掃除をするように命じた。お手伝いは椅
子を運び、そろそろお茶の時間なので他の部屋の学生達が帰宅し、お茶を飲んでから次の講義に
遅れないように出かけるのでその準備をしなくてはならないと言うと、学生は罵声を浴びせ、頭
を数回殴った。大学裁判所で、学生は、お手伝いに命じたのはもっと早い時間であると説明する
とともに、殴ったことを認めた。１日間の拘禁刑がくだされた。1773年、夜遅く、学生ワイラオッ
ホはお手伝いに灯火持参を命じる。既に火を落としていたので、改めて火をおこさなければなら
なかった。灯火を持っていき、事情を説明すると、学生は隣家から借りればよいと言うので、そ
ういう慣習はないと答えると、殴った。大学裁判所に訴えるが、学生は２度目の呼び出しで始め
て現れ、自発的に２ターラー 12グロッシェンの和解金を支払った（14）。
　大学法学部の名声を高めた教授の一人であるピュッターは、1788年当時の学生生活費を次のよ
うに列挙しており、ここに見るように、下宿のお手伝いへの支出は必須なものとされている（15）。
　１）授業料は、半年（各学期）一講義につき５ターラー
　２）家賃は、部屋数と家具によって、半年８から50ターラー
　３）お手伝いの給与は、３ヶ月１から２ターラー
101
早稲田教育評論　第 24 巻第１号
　４）昼食代は、月2.5から７ターラー
　５）外出着のブラシかけ代、週12グロッシェン
　６）鬘の手入れ代、３ヶ月２から３ターラー
　７）ノートなどの文具代、半年２グロッシェン３ペニヒから３グロッシェン４ペニヒ
　８）１ポンド灯火用蝋燭代、24グロッシェン
　言うまでもなく、この他に食料品、衣服、飲料、新聞・雑誌、小遣などが加わる。さらに、学
生は社交上の必須素養として、大学施設での乗馬や剣術、フランス語や英語の授業、さらに、ダ
ンスの授業も別途費用負担して習得する。学生の最低年間出費は約200ターラーとされていた時
代である（16）。
　こうした費用を親が仕送りするのであった。多くの場合、３ヵ月毎に送られてくる為替手形到
着前に学生は手持ちのお金を使い果たし、飲食店でのつけや家賃の支払いが滞っていた。家賃の
催促に手形未到着を口実とすることも多く、家主自らが、あるいは、お手伝いに命じて、密かに
留守の部屋に入り、手形を確認しようと学生の鞄の中を覗くことや、学生が実家から持ってきた
装飾品を取り上げようとすることもあり、学生は、これを窃盗として大学裁判所に訴えるので
あった。また、学生が後払いを約束してお手伝いに食品代金を立て替えさせたり、お手伝いの名
前でつけ買いをさせたりする例も多く、学生がこれを踏み倒して町を去るとその負担はお手伝い
が被ることになるのであった。
　1791年、２人の学生ケルステンスとティーミッヒによるお金立て替えの要求に、手持ちがない
と答えたお手伝いを、鞭で血が出るほど打ち、脅したので、大学裁判所に保護を求めた。学生達
は、鞭で打ったことを認めるとともに、お手伝いが無礼な態度をとり、かつ、学生を罵った、と
主張する。大学裁判所は、お手伝いに今後身分に相応しい態度をとることを命じるとともに、学
生にはそれぞれ１ターラーと２ターラーの罰金刑を課した。1795年、お手伝いケーレルトは、学
生ベルクにお金を立て替えた。手形が学生の保証人の下に届いたことを耳にし、保証人に返却を
求めると、学生の署名のある借用書の提示を求められた。学生に願い出るが２週間経っても借用
書を書かないので、再び保証人の下のに行き、事情を説明した。このこことを知った学生は、お
手伝いに罵声を浴びせ、殴った。大学裁判所は、学生の行動を刑罰に値するとして、２日間の拘
禁と１ターラー 12グロッシェンの慰謝料を命じた（17）。
３）異性としての女性奉公人
　大学設立後のゲッティンゲンは、私生児比率の高い都市となる。幾つかの統計があるが、1777
－1783年の出生数2,298人のうち、440人が私生児で、このうち231人の母親のみが市在住であっ
た。1787-1799年の出生数4,726人のうち、1,174人が私生児であり、このうち市在住の母親のもの
は433人であった（18）。母親の居住地が問題とされるのは、世間の目を避けるため他所で出産する
ことが多かったからで、ゲッティンゲン居住の母親も他所で出産するので、この時代の人口統計
での自然増は必ずしも地域の人口動態を反映するものでなかった。また、ゲッティンゲンでの私
生児数が高い理由として、後に詳論するように、1751年に設立された大学助産院が他所出身の未
婚妊婦を受け入れていたことも考慮する必要がある。
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　女性に自立した就業機会がなく、女性の社会的存在が家長を通じて代弁される時代にあっ
て、女性奉公人の将来設計は結婚のみであった。1795年に導入された当局の結婚許可条件は、夫
婦が自立した経済基盤を証明することと、保護者の許可であった。この時代の慣習として、男
性が贈物をし、これを女性が受け取ることにより将来の結婚の約束と見なされ、結婚を前提と
した性交渉は認められていた。これに対して、結婚を前提としない未婚男女の性交渉は淫乱罪
Huhrenbruchとされ、５ターラーの罰金刑が課せられた（19）。 結婚規制と淫乱罪は、相対的過剰
人口を抱えた工業化以前のドイツ各地でとられた政策であり、人口増と貧民救済費を抑えること
を目的とし、裁判判決においても社会倫理の観点は殆ど問題とされていず、科料と市の退去を命
じるのが普通であった。退去させられた女性達のなかには、市の警察権が及ばない近隣の村に移
り、客を待つ者も現れた（20）。
　結婚の約束を引き伸ばすだけでなく、密かに逃亡する例もあり、こうした恐れがある場合に女
性は裁判所に訴え、結婚の約束の証拠が認定されると、男性は拘留され、牧師と付き添いの前で
強制的に結婚を誓約せねばならなかった。そして、同時に淫乱罪の罰金が課せられた。1746年、
ハラー教授の奉公人男女が教会で強制的に結婚させられた。周囲の人々のお祝いを受けて一度退
出するが、すぐに改めて呼び出され、その場で淫乱罪の罰金が宣告されるが、新婚夫婦の願いが
聞き入られ、多言しないことを条件に科料を免除された。淫乱罪を黙認する取り扱いに対し、微
妙な立場に立つのが教会の牧師で、挙式費用を受け取らないこととしている（21）。
　身分的に女性奉公人にとって結婚の対象となるのは、手工業の職人、商人の手代、兵士、そし
て、最も身近な存在は男性奉公人であった。1750年以前におけるゲッティンゲンでの婚姻記録に
よると、市出身者以外の新婦比率は24.4％で、大部分が市から10－20キロの地域出身者であった
から（22）、近郊農村から奉公人、洗濯女、お針子として流入した人々であったのである。交際を
経て結婚が成立すれば雇主の祝福を得て、新婚家庭を築くことになるが、妊娠したが結婚に結び
つかない場合、女性がこれを訴える例が大学裁判記録に残されている（23）。大学裁判所記録に残
されている44件の訴えのうち、訴人として大学教員の女性奉公人が最大の18人で、これに一般市
民の下宿女性奉公人と洗濯女が続く。大学教員の女性奉公人が訴えた18件の相手は、大学教員の
奉公人が11件、学生が５件、学生の奉公人と職業大学人がそれぞれ１件であり、殆どが同じ屋根
の下に住む者同士の問題であったことが見て取れる。学生に関しては、教授の監督に期待して下
宿させた親の願いが逆の結果を生み出している。
　妊娠したにもかかわらず結婚の約束が守られない場合、女性は損害賠償、出産費用、養育費を
求める。当事者間で和解が未成立、ないし、和解の条件が守られなかった場合、女性の訴えは裁
判所で審議され、判決が下される。上に見たように強制的に結婚させた例もあるが、殆どは賠償
金、出産費、子供の養育費で解決している。贈物を得て結婚の約束と理解したとの女性側の主張
に対し、贈物は性交渉への代償であったとの主張が男性側からなされたからである。賠償金と出
産費を合わせて５－25ターラー、年間養育費18－24ターラーと幅が大きいのは、父親の支払い能
力を勘案してのものであった。それゆえ、性交渉を持った男性のうち支払い能力の高い者を父親
として訴えた例がある。1752年、モスハイム教授の調理人ローゼンシュティールが子供を生み、
父親は御者のマルクスであると述べた。マルクスは、結婚の約束をして交際したことは認めたが、
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父親であることを否認した。証人となったモスハイムの奉公人コッホは、ローゼンシュティール
が自分とも関係を持ったこと、また、御者を父親とするので秘密にしておくように誓わせた、と
語る。調理人はコッホとの関係を否認し、自分を貶めるために２人の男が示し合わせたと主張す
る。大学裁判所は、マルクスに30ターラーの賠償金で結婚の約束を解消できるとした。言うまで
もなく、淫乱罪の科料を３人とも課せられた（24）。
　私生児は、14－15歳での堅信礼で独立するまで、母親の自家や親戚に預けられて養育されるか
養育費を望む日雇いの家庭に預けられた。私生児の養育費と受け入れ先を大学裁判所が決定する
のは、なんらかの生活保障を確保しない限り大学の貧民基金の給付対象となるからでもあった。
また、当時の法制度にあっては、何れかの裁判権に所属しない限り法的人格を得ることができず、
法の保護を受けることができなかった。こうした私生児などに大学市民としての法的身分を与え
る権利は、大学設置にあたり国王が下付した特許状に基づき、副学長に与えられていた。
　大学は、血気盛んな若者を親から預かっているとの立場である。執事的な奉公人を伴った貴族
の子弟などを除き、大部分の学生は人生において始めて親元を離れて一人で生活するのであり、
生活費や学習と生活の規律を自ら管理することになる。親は、主に送金する為替手形の仲介を通
じて市内の知人、ないしは、紹介してもらった知人や教授に子供の監督を依頼するのであった。
ウェーデキンド教授は、30年間の在職中、親の依頼で50人以上の学生を監督したと、報告してい
る（25）。
　農村都市ゲッティンゲンには親元を離れた学生にとって身分に相応した社交生活の場がなかっ
たし、同年齢層の学生達の間での一人暮らしであり、羽目を外すことや女性問題を引き起こすこ
とは避けがたかった。大学設置国王特許状は、教授が学生の手本となるべきと記しているし、政
府は、学生と親密に接し、学生を悪弊から守るよう、教授達に繰り返し命じている。教授は、叱
責するのみではなく、私生活においても学生と接することが学生を忠実な臣民にするのであり、
学生の知識を広くするのみではなく、学生の倫理を深めることの寄与すべきとした。教授が学生
を自宅に招くことまで、具体的に指示している。場合によっては、費用と時間を限定したダン
ス・パーティーを開き、市の名士、軍隊の士官、教授とともに身元の確りとした家庭の令嬢と学
生も参加させるとした。言うまでもなく、こうした形式的な社交を学生は嫌い、自分達でダン
ス・パーティーを企画するのであるが、市民が娘達に学生との外出を認めないのは当然であっ
た。（158頁および381頁）学生達にとって最も身近な接点にある女性は、生活と関わる下宿のお
手伝い、洗濯女、お針子などの独身女性であり、そして、売春する女性達であった。学生の場合
は、妊娠を訴えられて事件が表ざたになることを恐れる親が当事者間の和解を求め、密かにお金
で処理することが多かったので、先に触れた裁判件数はほんの一部に過ぎなかったと思われる。
　金銭や贈物を代価としての性交渉は売春とされた。ゲッティンゲンに売春を公認する娼家は存
在しなかった。ドイツにおいて性病予防の観点から、娼家・娼婦を公認し、定期的な健康検査を
する制度が一般化するのは19世紀に入ってからである。大学設立後女性過剰都市となるゲッティ
ンゲンにおいて、（ゲーテ・）アレー通りと市庁舎裏の街頭が女達の溜り場となっていたことは
周知の事実であった。もっぱらこれを生計の手段とする女性達とともに、容易に現金収入を得る
手段であったので、女性奉公人、洗濯女、お針子などがこれに加わっており、結婚資金とするこ
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とが多かった。婚前交渉に対する社会通念が緩かった時代であり、性交渉に対する倫理観が厳格
になるのは19世紀中葉の市民社会成立後である。
　政府と大学がこれを売春として問題にするのは、大学都市としての評判を落とすことを恐れた
のであり、そして、「学生の倫理観を損なうとともにお金、健康、（勉強）時間を失う」として市
当局に厳格な取締りを命じている。（386頁）70年代の初頭にあって、学生の三分の一は性病に冒
されていたとされ、1771年には大学の提案で、学生の性病を診察した医者は相手女性の氏名の届
出義務を定めている一方、学生の氏名は不問としている。大学と市の取り締まりが厳しくなり始
めると、学生は近郊農村へ繰り出すようになる。特に好まれたのは隣国ヘッセンの飛び地で、ハ
ノーファー政府と市の警察権が及ばないボーフェンデン村であった。いわば無法地帯であり、芝
居小屋と多数の飲食店があり、市内では厳格に禁じられていた賭け事遊びや学生間の私闘の場で
もあった。また、ユダヤ人が多数おり、娼婦の客引きやひもとなっていた。管轄権を持たないこ
うした近郊農村へ大学は折にふれて大学警吏を派遣していたが効果はなかった。大学の提案に基
づき、市当局の対応が不十分だとして、政府は、1764年に娼婦の取り締まりを強化するため市と
大学が合同で構成する監督委員会Polizeikommissionの所轄としたし、1772年に市警吏および大学
警吏が近郊農村を巡邏する権限を与えている。（303頁および397頁）
　学生の女性問題は、売春、賠償、結婚の三つに分類することができる。（580頁）代価を支払っ
た場合は売春である。売春婦を含め、相手が妊娠した場合、賠償金、出産費用、子供の養育費が
要求され、学生が否認したり和解が成立しない場合は大学裁判所に訴えられている。一般市民と
異なり、学生の奉公人との結婚はありえなかった。学生本人が結婚の約束をするが、結婚の法的
条件として親の承認が必要であった。非常に稀であるが、親が身分違いの結婚を学生に許してい
るが、いずれも下女・女中ではなく、中産階級出身の家庭教師などである。
　1759年５月、ビュッシング教授が、親から監督を依頼されて預かっている（下宿させている）
学生イエガーが退去の意思を示していること、また、数日前にこの学生が自家のお手伝いクノッ
ヒンとセットマルシュハウゼン村に行っているので、この２人がカソリック地域で結婚式をあげ
ようとしているのではないかと恐れる、と大学裁判所に通報した。２人は拘束され、女性は学生
を誘惑したとして市の裁判所に引き渡され、学生は父親の指示があるまで大学拘禁所に留めるこ
とになった。しかし、４日後の大学裁判所の決定で解放されている。（417頁）
　女性が妊娠した場合、当事者間の話し合いにおいて、学生が場合によっては不当に当事者扱い
されたり、過度な条件での和解を迫られることを大学は恐れた。幾人かの教授達は、学生が女性
達によって財政的に利用され、学生から絞り上げたお金は職人や兵士など女達の連れ合いに渡る
か、連れ合いとの間にできた子供の養育費になっているのではないかと主張している。大学評議
員会の報告に基づいて、1793年に政府は規定を発し、損害賠償等は、出産後８週間以内に大学裁
判所においてのみ訴えることができ、また、訴人は誘惑されたことを証明すること、そして、賠
償金額等は当事者間の財政事情と誘惑の程度によって決定されるとした。これにより、学生を監
督する大学は、すべての案件が大学裁判所が扱うことで事態を正確に把握出来るようになり、ま
た、性交渉の時期と女性の生理日など女性側が相手を認定する証拠を提出すべしとしたので、学
生を守ることが出来るものと考えた。大学はまた、和解を取り扱い、当事者両方から手数料を得
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る弁護士など法曹関係者を不埒なものと見ていた。規定発布後の1797年、当局は相談に訪れた妊
婦ハーゼルブレヒトに相手の学生を正式に訴追することを指示する。しかし、これを行う前に大
学法学部書記官リストから呼び出しがあり、訴えが成功することはないであろうからと和解を強
く勧めたので、ハーゼルブレヒトは５ルイズドルを受け取っている。（401頁）
　93年規定の前後10年間づつを比較してみると、私生児出産数は変化していないが、訴訟総数が
３倍に増加する一方、大学人対象の訴訟件数はほぼ同じであった。（402頁）　即ち、当事者間の
和解からより客観的な裁判所決定へと移った一方、学生対象の件数が増えてないことから、大学
の意図が満たされたは疑問と言えよう。実例を見てみよう。
　1746年、下宿お手伝いソフィア・マリア・ブランクマンの父親の訴えは、学生ホーフバウアが
娘を酔わせ、寝室の灯火の際に脅す一方、他方で痛めつけないと約束しながら、乱暴したとする
もので、100ターラーの賠償を要求した。学生はこれに対して、帰宅したら娘がベットに横たわっ
ていた、と主張した。判決は、学生が払う賠償金は20ターラーとしたが、同時に、結婚の約束な
しでの未婚同士の性交渉として淫乱罪科料金２人分と裁判費用の負担を命じた。（405頁）　1789
年、妊娠した女性が、２人の書士と学生１人の３人と同時に賠償交渉し、その内の１人からお金
を受け取った後にも他の２人と賠償交渉を続けた例や、３人の学生と同時に賠償交渉をした例が
報告されている。（401頁）
　女性奉公人が、大学教授夫人となった例もある。1789年10月５日、市のヨハネス教会に啓蒙期
の物理学者・思想家リヒテンベルク、Lichtenberg,Christoph,1742－1799、が奉公人マルガレーテ・
ケルナーと結婚した記録が残されている。彼女との間に４人の子供があり、病に倒れたリヒテン
ベルクがマルガレーテと子供たちの将来を案じて遺産と大学寡婦年金の権利を残すべく正式に結
婚したのである。ここでも世間の目を逃れて出産は市内でなされていず、架空の名前が父親とし
てあげられている。1764年、セルヒョウ教授と調理人グリュネワルトとの間に生まれた娘も密か
に養育にだされた。母親は職場に残ったが、教授の養育費支払いが滞ったことから大学裁判所に
150ターラーの支払いを訴え、勝訴している。ビュットナー教授との間に男子を生んだ奉公人シュ
ウェブゲンが1770年に隣家の者と口論になり、「教授の娼婦」と呼ばれたことに対し「（大学）
裁判所が認定している」と応じると、「大学副学長から娼婦を買うことは出来るのか」とやりか
えされた。大学副学長による認定費用は５ターラーにすぎないのであり、大学市民権証明書を発
行されるが、父親として教授の名前をあげることは避けられ、仮名が記載されるのであった（26）。
３．助産院
１）産科教育
　大学施設としての最初の病院は、助産婦の養成を兼ねた医師・学生の教育の場として1751
年、旧貧民院聖クルシスに設立された助産院である。大学の一般病院が建設されるのは1781年で
あり、助産院の公的必要性がそれだけ高かったことを現している。建物が老朽化したことから
1785年から1791年にかけてガイスマ市門脇で、一般病院と通りの向かい合わせとなる、廃墟と
なっていたクロイツ教会跡地に「大学付属王国助産院」として新築され、著名なバロック建築物
Accouchierhausであり、現在大学の音楽研究所が置かれている。助産院の経常費の三分の二は医
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学生が負担し、教授の人件費は大学が支払い、市は改築費を受け持った（27）。
　18世紀中葉までのドイツにおいて、分娩の手助けは年配の主婦や寡婦が経験に基づいて行う素
人産婆の仕事であり、分娩に器具を使う必要がある場合は理髪や傷病手当を行う手工業の外科職
人があたった。医学とは薬餌療法を行う内科医を意味していた時代であり、外科が医学として認
定されるのは1731年に設立されるフランス王立外科アカデミーによってであり、1743年には大学
医学部と同等と認定されるのは1743年である。素人産婆による分娩は危険も高く、当局は外科職
人や開業医に分娩を監督させようとしたが、費用の点から一般に受け入れられていなかった。大
学の医学教育において女体と分娩・出産を取り扱う教授もいたが、学生に分娩の現実を体験させ
ることはできなかったし、外科職人は別の目的のために作られた器具を使用するので弊害も大き
かった。絶対王政期の政府は、分娩・出産を医療行政の対象とするようになったのである。
　助産院の最初の所長は創設の1751年から62年までの10年間にわたり解剖学・外科のレーデラー
教授、Roederer, Johann Georg,で、新築された助産院の所長に就任したのはオシアンダー教授、
Osiander, Friedrich Benjamin, 1759-1822、である。この建物内の役宅に住みつつ、その任にあった
1792年から1822年の間に、ほぼすべての出産に立会い、指導すると共に、産科の発展と産科教育
に大きな成果をあげたことが知られている。
　来院者は先ず助産婦が面談し、妊娠を確認して所長に報告する。「当院は、（産科）教育を主要
な目的」としていたので、「できものないし普通でない湿疹、特に性病を持つ妊婦」は収容しな
いものとしていた。所長が診察し、妊婦の人物情報と懐妊状態を「日誌」に記録する。「日誌」
には、入院後の回診、出産などの所見が書き加えられていく。出産のための来院は出産予定日の
４－６週間前で、院に寝起きするとともに学生が週２回回診する。健康が許せば院内の作業所で
亜麻布織の仕事をし、その手当てが退院の際に渡され、退院後の当座の費用とすることができた。
陣痛が始まり、子宮が指４本分ほど開くと分娩室に移され、隣室に学生と助産婦訓練生が呼び集
められる。訓練生は３ヶ月の研修を経て証明書を受け、助産婦として独立していく。所長が指名
した助産婦と高学年の医学生が担当し、妊婦の状態を診て所長が分娩方法を指示する。当時の
ヨーロッパでは、分娩に可能な限り人手をかけない自然出産のイギリス・オーストリア方式と出
産を軽くするため器具を用いるフランス方式があり、オシアンダーは、テュービンゲン大学で学
位を得た後各地で臨床医となるが、シュトラースブルクで一時期開業していたことの影響であろ
うか後者であった。陣痛が始まると隣室の学生と訓練生が分娩室に入るが、産婦の上半身と下半
身はカーテンで遮断されている。所長は、分娩の過程と妊婦・胎児の様子を学生たちに説明する
とともに、必要に応じて担当の助産婦と学生に指示を与え、また、自ら実地に手を下すのであっ
た。オシアンダーが在任中に手がけた分娩2,540件のうち、54％が自然出産で、40％は鉗子を用い、
その他は別途何らかの医学的処置を行っている。
　死産、母体の死亡があると、教育目的から解剖され、死因を確認する。オシアンダーは、医学
的に重要な標本と産科器具を保存しており、この中には、鉗子を用いたことにより胎児の頭部を
破損した標本なども残されている。「日誌」が残されている1792－94年、1800年、1815年でみると、
398件の分娩の内55件が死産であった。また、母体の死亡率も当時約１％であった平均よりも助
産院のそれは高かった。一般に救貧院などでも産婦死亡率は平均より高かったのは、施設で出産
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する女性の健康状態がより悪かったことと、施設内での感染があったからである。こうしたこと
も、一般市民が施設での出産を避ける原因となっていた。消毒方法が一般的となるのは19世紀末
である。
　出産を終えた妊婦は、２－３週間助産院に留まり、健康を回復するとともに、亜麻布織作業を
続けて退院する。母体に体力がない場合は、乳母が当てられたし、不幸にして母親が死亡し、引
き取り手のない嬰児は助産院が養育先を紹介するか、当面は助産院に留めて養育した。
２）未婚女性の救済
　既婚女性の出産は産婆を呼び自宅で行うのが普通であった一方、貧民や未婚女性の助けとなっ
たのが地域の救貧院であった。しかしながら、ここは地域住民の救貧施設であったので他所者や
宗派の異なる者を受け入れることはなく、また、その主要目的は受け入れた貧民に当座の衣食を
与えるとともに労働意欲を教育することであった。ここでの出産は、特に未婚の母親の場合、地
域の隣人に知られることを恐れこれを避けた。それゆえ、未婚の女性は自宅があればそこで密か
に出産するか、他所に逃れて出産した。
　ゲッティンゲンの助産院は、これに対して、既婚・未婚、宗派、居所を問わないことを原則と
した。事実、残されている1794/95年の記録によれば、半数以上がハノーファー政府の領民でな
かった。助産院の収容能力は16人で、年間80人を上限としていたが、1751年の開院後の数年間は、
公的施設での出産が世間の目につくことと実験台にされるとの噂が立ち、来院者が少なかった。
それゆえ、警吏など妊婦を連れてきた者には９グロッシェンの手当てが与えられ、出産費用は無
料とするとともに亜麻織作業手当てを支給したし、出生児の洗礼費用や死亡した場合の埋葬費を
助産院が負担するのであり、また、未婚女性の出産は罰金刑にあたるのを免除した。そして、先
に触れたように、引き取り手のない嬰児の養育仲介などを行っている。
　助産院は、領内および他領の未婚女性の救いの場となっていく。開設時の所長レーデラー教授
の時代の1751年から62年の出産数232のうち、既婚女性は２人と寡婦は１人であったし、オシア
ンダー所長時代の94/95年の出産数85のうち、既婚女性は３人であった。それでも、未婚女性の
助産院利用は限定的であり、1792/93年の記録では、未婚女性の市内での出産数のうち、助産院
でのものは四分の一以下であった。
　オシアンダー所長の「日誌」から一人の産婦の例を見てみよう（28）。  助産院に救いを求めた未婚
女性達の姿を明らかにする典型的な例と言える。1815年11月17日、隣国ヘッセンのアレンドルフ
在住のカタリーナ・マグダレーネ・フェルカーが収容される。「日誌」によると、27歳、福音派、
未婚、初産、奉公人、生まれてくる子供の父親は兵士で、ヘッセン軍の移動により居所を離れて
いるハインリヒ・クリストフ・ホスペスであると述べている。初診において、できもののような
湿疹が妊婦の全身に確認されている。フェルカーはまた、アレンドルフにこの冬を越すだけの財
産を所有しているとも申告していた。最初の陣痛は11月29日午前２時で、陣痛とともに嘔吐が
あった。８時に子宮口が指４本分ほど開き、胎児の頭部が下がってきたので、妊婦を分娩室に移
すとともに予め集っていた学生達も入室する。９時から10時にかけてすっかり茶色（braun）と
なった羊水が流れ出し、自然出産であった。しかし、出産直後から血と羊水が助産婦の顔にかか
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るほど大量に噴出し、驚いた助産婦が嬰児を危うく取り落すほどであった。産婦は失神し、喘ぎ
続けた。オシアンダーは、止血の手当てをするとともに血と羊水を集めさせたが、3.9キログラム
に上った。出血は止まったが、11時45分に死亡が確認される。嬰児は男子で、2.9キロ、41センチ
であった。翌30日の午後１時に母体解剖が実施され、臓器の一部が教育用に保存された。オシア
ンダーは、「日誌」の解剖所見に次のように記している。「鉗子が使用されず、出産にあたり内・
外部とも手を加えなかったことは幸いであった。さもなければ、損傷を与えたと信じられるこ
とになったかもしれない。」オシアンダーは、12月１日付けでアレンドルフ市役所に書簡を送り、
母体の死亡を伝えるとともに遺産を生まれた子供のために確保することと父親ホスペスに連絡す
ることを依頼する。３日には、子供をハインリヒ・クリスチィアン・フェルカーと名づけ、洗礼
を受けさせた。13日付けアレンドルフからの回答は、ホスペスが父親であることを否認している
こと、フェルカー自身私生児であるので親類がいないこと、遺産は各所に分散していたので確認
に時間がかかったが封印して確保したことを伝えている。同封された65点におよぶ遺産リストに
よると、ベッド、寝具、家具、衣服などとともに小麦・大麦20キロと麻糸の束が含まれており、
当座の食料と仕事の材料を蓄えていたことが見て取れる。また、節約をしていたことを示すよう
に、当時にあっては高価なものとされていたショールが３枚も貯めてあった。孤児であり、生活
のすべてを自分ひとりで賄はねばならなかったのであり、実家・親類がなかったことから蓄えを
奉公人として勤めた家々の納屋や屋根裏に預けていたのである。オシアンダーは、遺産の価値を
15－18ターラーと評価している。オシアンダーは、２月18日、ハノーファー政府に書簡を送り、
生まれた子供を助産院の費用負担で養育に出してよいか、および、遺産を子供の養育費の一部に
当てるためアレンドルフに送付要求をしてよいかを問い合わせる。費用は助産院の予算に計上し
てもよいとの承認を得て、子供の養育は月１ターラー 24マリエン・グロッシェンで市内に住む
ユストゥス・マイアーに委ねる。アレンドルフからの回答がはかばかしくなかったので、オシア
ンダーは再びハノーファー政府に書簡を送り、外交ルートでカッセルのヘッセン政府に申し入れ
ることを願い出る。この件について残されている最後の文書は、８月１日付けでカッセル政府か
らハノーファー政府に宛てられた好意的な対応を約束する書簡のみである。子供は14歳になると
堅信礼を受け、自立して奉公人や徒弟となることができるのであるが、堅信礼のための費用と衣
服が必要となる。1830年２月14日付けハノーファー政府からの書簡は、この費用を助産院の予算
に計上することを認めるものであった。
４．市場の女達
１）市の台所
　毎週、３日、まさに新しい一日が始まろうとする夜明け前、雨の日も、風の日も、極暑・極寒
の日も、ゾーリンゲンやブラムワルト地方の村々の広場に中年の女達が大きな篭を背中に背負っ
て集まってくる。女達は一団となって黙々とゲッティンゲンにつづく街道を歩き始める。市に近
づくにつれて、隣の村からの一団が次々とこれに加わってくる。市の教会の塔が見えるころには、
荷車、手押し車の男達の一団が追い越していく。市の日雇いや寡婦達が近郊農村で仕入れた品物
を背にして続く。女達は足を速める（29）。
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　目指すのは、火曜日、木曜日、土曜日の８時から13時まで開かれるゲッティンゲンの週市であ
る。女達は、まだ日も昇らない４時半には市門をくぐり、少しでも街中で有利な売り場を確保す
るため急ぐのであった。市の市場令では、穀物はコルンマルクト、木材はグローナー通りと定め
られており、小物や食料品は市庁舎前広場とこれに続く通りで、「担ぎ篭及び袋で市場にもたら
された商品の販売に、指定された通りの歩道を使用することが出来る」のであった。
　場所取りをした女達は、次々と篭から出した荷物を並べ、持参した簡単な朝食をとる。並べら
れた色とりどりの品物は、地元の産物である亜麻糸、森や草原で捕まえた兎や鳥、自家製のソー
セージ、バターやチーズなどの乳製品、蜂蜜、野菜などであり、８時になるとやってくる客達の
注意を引こうと大声で客引きをする。新鮮度と低価格を売り込むのであり、客の主婦や女性奉公
人は少しでも安い売り手を見つけようと品定めし、値切る交渉をする。
　週市は、女達にとって戦いの日である。買物に集まった女達は、中身の乏しい財布を手に、出
切るだけ安く、よい物を手に入れようとする。市内に店を構える商店は市場に客を取られまいと
品揃えに努め、市内に住む日雇いや寡婦は仕入れた商品を村の女達と競い、村の女達は持ち込ん
だ品を売り捌こうと互いに値切りあうのであった。
　午後１時になると売れ残った品を収め、路上の後片付けをし、これも持参した昼食となる。昼
食後は、一休みするか、縫い針、ナイフ、毛糸、布など村で手に入らない品々を買い物し、再び
篭を背にして帰路につく。村に着く頃は日も暮れており、お腹を空かして待っている子供達の夕
食の準備をするのであった。
　休む暇なく仕事に終われ、家を出ることがなかった女達にとって、それぞれ立場は異なるが週
３回の週市は仕事の一部であったが、同時に社会との接点でもあった。ケルナーは、週市通いの
積極的な側面を指摘している。市場には村の仲間、他の村の女達、市内のあらゆる階層の女達が
互いに相反する利害を抱えて集まってくる。女達の社会的存在は、家長を通して始めて認められ
る当時の社会制度にあって、市場にあって女達は自立的存在となるのであり、自らと異なった社
会に住む同姓と出会い、人間と社会の情報を意識的に、また、無意識に交換する場となっていた
のであった（30）。
　1866年６月、ハノーファー王国がプロイセンと開戦し、ゲッティンゲン市外に国王の本営が置
かれると、人々は食料買い貯めに走るのであり、これを機に売り手の農婦達が価格引き上げを図
る。これに対して、売春婦であったとされるサビーネ・ガスマンが市民に買い控えのストライキ
を呼びかけ、商品であったバターを農婦に投げつけたことから、両者の間でつかみ合いとなる。
これに他の農婦や市民が加って市場が大混乱に陥り、警察が出動する事件が発生している（31）。
　市民は、一度にあらゆる食品と小物を調達でき、かつ、新鮮度と低価格から好んで週市に足を
運んだ。週３回の週市こそ市民の台所であった。しかし、市内の商店にとっては大きな競争相手
であり、繰り返し、重量が正しくなく、また、必ずしも商店より廉価でないと主張し、週市の制
限を市当局に訴えている。週市が開かれる市庁舎前広場に続く通りの住民は、朝早くから昼まで
続く喧騒を訴え、開催場所を市中心地から移すことを提案しているが、週市が市の外れに集約さ
れることにより、客が市内から逃げることを恐れた商店の反対で実現していない。現在でも週３
回、市内一箇所で週市は開催されている。
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２）ギネスブックの女性
　市内に居住する日雇いや寡婦は、周辺農村で農産物を仕入れ、年間を通じて露天商として続け
ていたが、この人たちは時代とともに消えていった。その中で、20世紀の戦間期まで商いを続け、
ギネスブックに世界最年長の女性露天商として収録されたのがシャルロッテ・ミュラーMueller, 
Johanna Charlotte（18.10.1840－8.4.1935）である。彼女の一生は、戦後高度経済成長期以前のド
イツ社会における農村出身女性の典型的な例でもある（32）。
　昔から村の皆がそうしてきたように、体格もしっかりしており、髪は明るいブロンドで、青い
眼をしたシャルロッテが町に貸し出されたのは15歳の時である。父親クロイツゲルクは、アイン
ベック近くのヒルワルツハウゼン村の小農であった。貸し出された先は、大学都市ゲッティンゲ
ンの教授の家で、家事、特に、上品な料理の修行を名目としたが、実際は下女奉公である。適齢
期まで勤め、地元の村出身の小売商ベーニンク、Friedlich Heinrich Boenig、と結婚する。幼馴染
であったか、ベーニヒがゲッティンゲンに商売にきて同郷と知ったかであろう。シャルロッテは、
自分の勤めの間に貯めたお金と夫の結婚持参金で村に小さな家を買い、夫の仕事を助けた。夫婦
でゲッティンゲンの週市に通ったのかもしれない。新婚生活は長く続かない。夫は風邪がもとで
早死にすると、シャルロッテは、家と家具を売り払って、残された２人の幼子を連れてゲッティ
ンゲンに移る。農地を持たずに、女手一つでは農村で生活することができないからである。
　学生団体の家に雇われ、掃除、学生達が共同でとる昼食の賄い、後片付けをして、血のあとが
残る決闘をした学生のシャツを含めた学生の下着を洗濯のため子供達が待つアパートに持ち帰
り、洗濯とアイロンかけをするのであった。子供を抱えた寡婦に生活費を得る唯一の途であった。
そして、鉄道工夫ミュラー、Wilhelm Karl Mueller、と再婚して、三番目の子供を得るが、数年
後夫は工事事故で死亡する。夫の災害年金での生活は苦しく、大きな家のフロアー全体を借りて、
その内、４部屋に学生を下宿させる。部屋代だけでなく、掃除や食事を提供することで収入を得
ようとしたのであり、内職として毛糸の靴下編みをした。
　ある日、夫の年金を駅の鉄道管理部から受け取った帰り道、駅から走りでてきた旅行者から
「一番近くの店はどこか？」と問われる。停車時間中に簡単な食べ物を求めたのである。
　最初の夫が小売商であったこともあり、旅行者のために果物と菓子を提供する仕事ができると
の考えにいたった。鉄道員の寡婦であり、鉄道管理主任は鉄道駅敷地内に無料で棚店を出すこと
と、夜は折畳んだ棚を鉄道の建物の中に置くことを認めるのであった。1889年から1935年まで、
脇に置いた乳母車に傘を結びつけて日除・雨除けとし、雨の日も、風の日も、日曜や休日もなく
シャルロッテは店を出し続けるのであった。ブロンドの髪は白くなり、日焼けした顔には深い皺
が刻まれていく。かって学生団の賄いをしていた時代の学生達が、学生団のOBとして記念祭な
どで母校を訪ねるため駅に着くと、最初に眼にするのが昔の面影を残したシャルロッテの顔で
あった。
　駅前のシャルロッテは、町に欠かせない光景となるのであり、女性彫像家のホブソン＝クラウ
ス、Katherine　Hobson-Kraus、はブロンズ像を作っている。90歳の誕生を記念して、市当局が揺
り椅子を贈り物にしている。シャルロッテは、第一次世界大戦の時期に助産婦となった娘の家族
と一緒に住むために買った家の食卓の脇に置き、眺めるのを楽しみにした。人生最後の瞬間まで
111
早稲田教育評論　第 24 巻第１号
健康で、眼鏡を掛けずに新聞を読んだ。彼女が没すると、市長が市民に寄付を呼びかけ、ホブソ
ン＝クラウスからブロンズ像を買い上げ、駅前に据えた。シャルロッテの晩年の口癖は、「自分
自身を助けなさい、そうすれば、神がお前を助けてくださる」であった。
　ミュラーの晩年に直接触れた市民の思い出が残されている。「私が小さかった頃、両親は、駅
前に行き、ミュラー夫人から買物をすることを禁じていた。汚いから、と。しかし、好奇心に駆
られ見に行った。雨の日も、風の日も、果物とドロップのような甘い物を売っていた。・・・り
んごは、汚れたままで、新鮮ではなく、また、他所よりも高いと思った。品物を乳母車に並べて
いる彼女は、壊れた帽子を被り、雨と日差しから守る黄変した傘をさしていた。特に印象が強
かったのは愛らしい容貌で、磨き上げられたような顔は売り物のりんごのように皺だらけだっ
た。」（33）
　ギネスブックは、世界最年長の女性露天商とともに、世界で最も数多くキスされた女性として
旧市庁舎前広場の噴水に立つ「鴨を手にした少女像」Gaenselieselを載せている。大学が設置さ
れた18世紀には、市庁舎前広場の噴水にウェレフェン王家の紋章であるライオン像が置かれてい
たが、噴水が老朽化し、ライオン像の破損も進んだことから、1801年に取り壊され、補修された
噴水のみとなった。1880年代末、引退した元市長のメルケルがウィースバーデンにあるライオン
像をモデルとした噴水再建計画を進め、費用6,000マルクのうち1,000マルクを募金したが、市民
は他市のモデルを受け入れることに反対し、市当局は1897年10月26日に公募を決定する。審査委
員会の委員長に就くのは、ガウスとウェーバー像やウェーラー像を制作したベルリン芸術アカデ
ミー教授ハルツァーで、公募の条件として、十分の一のサンプル、公募締切り98年６月１日、３
位までの賞金600マルク、400マルク、200マルクを定めた。提出された提案46を６月21日に審議
し、１位は古代精神を表現するメースとイェースの作品で、ストックハルトとニッセの作品であ
る鴨を手にした少女は２位であった。作品として多くの賛同を得たが、大学都市のシンボルとす
ることに疑念が持たれたからである。３位は、ウェデマイヤーの女神像であった。この３点が市
庁舎広間に展示され市民の閲覧に供された。市民の反応は分かれたが、鴨を手にした少女像への
賛同が多く、市当局が最終決定を下すのは1900年３月14日である。1901年秋を期限として設置工
事契約をストックハルトと結び、費用を２万１千マルクとしたが、既に15.355マルクは募金され
ていた。1901年４月17日に既存の噴水が取り除かれ、ベルリンのニッセから４月19日に像の完成
通知とともにその名称をGaenselieselとすることが伝えられる。設置が完成するのは６月８日で
ある。
　学生がこの少女にキスをするようになるのは第一次世界大戦以降である。戦線から戻った学
生と急増した新入生が、大学都市のシンボルとして列を成してキスをするようになる。警察は、
1926年３月31日の通達で、噴水に上ることと像にキスすることを禁じる。この年の夏、法学部学
生男爵ヘンケルが警察に逮捕されるが、３月31日通達の合法性を争って裁判となる。キス権裁判
と呼ばれ市民を含めた大きな関心が寄せられるが、学生・市民の圧倒的な支持があったものの、
通達の合法性が認められている。しかし、市民も学生の側についたので、警察は平穏を乱さない
限り黙認した。1937年、大学創立200年祭にあたり、卒業生が大挙して祝典に集まり、少女にキ
スをするのであり、警察も目をつぶるのであった。その後、博士学位試験に合格した者が、祝っ
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てくれる仲間の学生達とともに大学から市内へと行列し、少女にキスすることが慣例となってい
く（34）。
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Frauen in einer deutschen Universitaetsstadt im 18.und 19.Jahrhundert
OHNISHI  Takeo
Mit der Gruendung der Universitaet verwandelte sich die Wirtschschafts-und Beschaefti-
gungsstrukur der landwirtschaftlich gepraegten  Kleinstadt Goettingen zu einer gehobenen Konsum-
stadt. Neben den Ansiedlung der der Uuniversitaet relevanten neuen Geschaeften wie Instrument-
macher, Buchhandlung, Verlag , Perlueckenmacher sowie Café stroemten junde Maedchen aus den 
Nachbardoerfern als Dienstboten, Waeschefrauen, Naeherin etc. in die Stadt. Insbesondere in den 
Mietswohnungen fuer Studenten waren Aufwaerterinen unentebehrlich. Die Bevoelkerungsstrukur 
zeichnete den staendigen Frauenueberschuess ab. Die Geburstquote der unehelichen Kinder stiegen. 
Das erste Universiaetskrankenhaus war ein Geburtshaus, das den unehelichen Muettern zugute kam. 
Die sog.Kueche der Stadt war der Wochenmarkt. 3 male in der Woche marschierten die Baueren-
frauen aus den Nachbardoerfern Gemuese und Obste auf Ruecken tragend nach Goettingen. Die 
Frauen praegten die Universitaetsstadt aus.
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